
平成３０年度下水道事業会計決算の概要 

 

決算の状況 

雨水や汚水を処理し、水を再生するために要した経費とその財源 【税抜】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

下水管や下水処理場などの施設を建設・改良するために要した経費とその財源 【税込】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  6 億 4,402 万 1,451 円 
収 入  290 億 8,585 万 4,027 円 

（前年度に比べ 1.1％の減） 

 

お客さまからの下水道使用料 
145 億 7,500 万 372 円 

雨水処理経費に対する 

一般会計からの繰入金等(税金) 

79 億 8,394 万 365 円 

補助金等の収益化※1   
58 億 8,289 万 1,839 円 

 

施設の減価償却費等 ※2 
150 億 9,680 万 6,139 円 

施設を建設・改良する際の借入金の利息  46 億 2,766 万 1,048 円 

施設の維持管理経費等 
56億7,350万5,533円 

収 入  147 億 6,370 万 6,089 円 

（前年度に比べ 13.1％の減） 

 

人件費  17 億 7,696 万 2,127 円 

支 出  255 億 8,809 万 7,383 円 

（前年度に比べ 7.1％の減） 

 

施設を建設・改良するための借入金 
105 億 7,100 万円 

内部留保資金 ※3 等 
108 億 2,439 万 1,294 円 

※1 補助金等の収益化：下水管等の建設のために収入した補助金等のうち、 
当該施設の減価償却費に見合う額を収益として計上しています。 

※2 減価償却費等：取得した財産が 1年間に減少した経済的価値を経費として算定したものです。 
 

施設を建設・改良するための費用 
88 億 8,157 万 3,633 円 

国からの補助金 
31 億 8,716 万 9,500 円 

支 出  271 億 7,493 万 4,847 円 

（前年度に比べ 3.5％の減） 

 

施設を建設・改良する際の借入金の元金返済 
164 億 4,586 万 8,911 円 

その他 2 億 6,065 万 4,839 円 

※3 内部留保資金：減価償却費など現金支出を伴わない費用により生じた資金であり、 
その資金で不足を満たします。 
 

一般会計からの出資金（税金等） 
6 億 4,845 万 7,124 円 

その他  3 億 5,707 万 9,465 円 

収支差（黒字） 
19 億 1,091 万 9,180 円 

 


